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森沢三郎教授退官記念特集によせて

甲 元 健 雄

森沢三郎教授は， 咋年7月学長任期満了をもって御退官になった。 われわ

れは，森沢先生が再び教室に戻られ，御指瑞頂けるものと楽銀していたのであ

るが，学長任期満了と同時に退官という強い御意志を示され，われわれの再三

再四の懇願も，先生の従．馘邸を促すことができなかった。われわれとしても先

生の厳然たる御主義を理解できないわけでもなく，むしろそれを敬重し，襟を

正して先生を御送りしたのであるが，先生が去られた後の寂莫感はおおいがた

し‘°

森沢先生は， 1925年（大正14年）本学の前身大阪外国語学校を御卒業と同時

に，母校に奉識され，溺来40年の間母校の発展と英語学科の充実のため一意尽

痒されたが，その間幾多の人材を世に送られ，先生の教えをうけた人びとは，現

在国の内外を問わず，実業界，政界，学界，教職の分野で英語を遥して目覚し

い活躍を続けている。教室のわれわれも永年にわたって，先生の御照陶をうけ

てきたが，本誌 (1959年創刊）および TheReeds (1955年剖刊ーわが国古今

の名作の顔訳と研究解説を海外に紹介することをその目的とする）の発行も，

先生の御発邸によるものであった。この御恩に報いるためにも，今後一層の研

鑽を積む党悟を新たにするものである。

先生は心から英語を愛され， 「英語を通じて森羅万象を」といった御研究や

御指達であったと拝察してきたが， その研究業稲もこれを如実に物語ってい

る。先生はまた英国史，とくにその憲政史の御造詣も深くこの分野でも先生の

博識は専門家の域に達しているといってよいであろう。歌人でもあられる先生

は，わが国の古典にも大きな関心を示され， その翻訳は日本語臭の痕跡もと

どめず，洒脱なものとして定評がある。イギリス的ヒュモアを充分身につけら



れ， ヒュモアを混えて開陳される透視的な物のみかたは，すべての問題の核心

をつくものである。

戦後は社会的必要もあって商業英語を開講されたが，主として semantics

を軸として，小は国際商業から大はあらゆる人間関係，国渫関係におよぶ実に

視野の広いものであった。最近数年は学長という激務につかれながらも英語学

科の講義を一部担当してくださったし， さらに「実用英語ハンドプック」 も

出版された。名目のみの監修者ではなく，みずからも執筆され，すべての原稿

に徹底的に加箪されたということである。先生の学問的良心と惰熱に頭が下る

のみである。

先生の徊退官にあたり，われわれの感謝の微意を表わすため，ささやかな本

誌5号をその記念特集として先生に捧げることをお許しねがい，先生の御業積

を詔認ることを教室ー同の光栄とするとこるである。




